
ダイヤモンド中 NVセンターの選択的な一軸方向制御 

Perfect selective alignment of NV center in diamond 
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ダイヤモンド中の NV センター（図１）は室温固体中で優れたスピン特性を持つため、量子情

報やセンサーへの応用が期待されている。NV センターはダイヤモンド中において 4 方向にラン

ダム配向する（図１）。これまでに 50％の方向制御(4つのうち 2つの軸方向への配向制御)が(100), 

(110)面に CVD 成長させたダイヤモンドで実現している[1][2]。アンサンブル NV センターを用い

た磁気センサーでは、方向制御により信号を増大させることができる。つまり 2 軸方向制御によ

りセンサー感度が 2 倍に向上する[2]。従って 1軸方向制御が実現すればセンサー感度が 4倍にな

るはずであるが、これまで実現していなかった。本研究では (111)面に CVD 成長させたダイヤモ

ンド中の NV センターの光検出磁気共鳴スペクトルの観測及び解析を行った。結果として 99%以

上の NV センターを[111]軸方向に制御できることを実証した[3]（図２）。 

なお、本研究と同時期に独立な 2 つのグループから一軸方向制御に関する報告が発表されてい

る[4][5]。本研究は SCOPE、CREST、NICT、科研費により支援を受けている。 
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図１ NV センターとその配向方向 
図 2 アンサンブル NV センターの 

磁気共鳴スペクトル 

B = 50.5 G 
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